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インバー Fe-Ni 合金／ SiC 複合めっき膜の特性

（原題：Properties of electrodeposited invar Fe‒Ni alloy/SiC composite film）
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要　　旨
インバー合金めっき膜の機械的特性を改善するために，インバーFe-Ni 合金／ SiC 複合めっき膜を作製し，めっき膜
の硬度及び熱膨張係数（CTE）に及ぼす 600 ℃熱処理の影響について膜の微細組織と対応させて評価した。
0～ 20g / L の SiC 粒子（平均粒径 0.5 μm）を用いた複合めっき法により，20.8 vol% までの SiC 含有量を有するイ

ンバーFe-35 ～ 37 mass%Ni 合金／ SiC 複合めっき膜を作製した。SiC 粒子の共析により，インバーFe-Ni 合金めっき
膜の硬度を上昇させ，600 での熱処理による硬さの低下を抑制させることができた。特に，20 vol% 以上の SiC を含
む膜の硬度は，熱処理後もほとんど変わらず，SiC を含まないインバーFe-Ni 合金めっき膜，及び溶製インバー合金の
硬度よりも高かった。今回得られたインバーFe-Ni 合金／ SiC 複合めっき膜における硬度の増加は，インバーFe-Ni 合
金マトリックスの粒成長抑制により生じた微結晶組織，及び SiC 粒子による分散硬化に起因した。
インバーFe-Ni 合金／ SiC 複合めっき膜に熱処理を施すことにより，インバーFe-Ni 合金めっき膜と同様に，複合めっ

き膜のCTEを減少させた。これは，Fe-Ni 合金マトリックスの準安定な bcc 相から熱平衡 fcc 相への相変態と相関して
いた。
600 の熱処理後のインバーFe-Ni 合金／ SiC（約 20 vol%）複合めっき膜は，十分に高い硬度と十分低いCTEの兼

ね備えることが示された。これらの複合めっき膜は，高い機械的強度及び高い熱寸法安定性を必要とするMEMS素子
の製造に使用することができると期待される。
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